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網谷祐一（2019 年 2 月～2021 年 1 月） 

 

１．研究活動 

著書 

• 2020 年 12 月『種を語ること、定義すること』勁草書房（単著）。A5、264 頁。ISBN: 978-4-326-

10288-4 

研究論文 

• 2019 年 3 月 "The Effects of "L-S Reading" in English Extensive Reading Courses," HELES 

Journal, 18, pp. 51-65. DOI: 10.24675/helesje.18.0 51 ［査読あり］ 

研究発表 

• 2020 年 6 月「英語教育研究から見た哲学教育」、科学基礎論学会、東京工業大学、東京。 

• 2019 年 8 月「ノー・ニューロン、ノー・スタディ・オブ・マインド？」、日本進化学会シンポジ

ウム「心の進化の神経基盤」、北海道大学、北海道。 

その他 

• 2020 年 12 月「哲学が「ガン治療」に役立っていた…哲学の「科学への貢献」をご存知ですか？」、

現代ビジネス、講談社。URL: https://gendai.ismedia.jp/articles/-/78398 

 

２．教育活動 

会津大学における担当授業（2020 年度） 

⚫ アカデミックスキル１・２ 

⚫ 哲学（日・英） 

⚫ 科学史 

⚫ 課外プロジェクト（「AI・ロボットと倫理」） 

 

３．社会活動 

一般向け講演 

• 2021 年 1 月「『種』に交われば明るくなる！～生物学者のタテマエとホンネに科学哲学者が迫る

～」、本屋 B&B（オンラインイベント）。［岡西政典氏、三中信宏氏とのトークイベント］ 

• 2020 年 10 月「哲学カフェ：みんなで哲学をしてみよう」（全二回）、會津稽古堂（会津若松市生

涯学習総合センター）。 

• 2020 年 9 月「論文指導 I」、みらいづ探究ラボ、會津稽古堂（会津若松市生涯学習総合センター）。 

• 2020 年 7 月「研究とはなにか、どういう意味があるか」、みらいづ探究ラボ、會津稽古堂（会津

若松市生涯学習総合センター）。 

• 2019 年 9 月「進捗状況を確認しよう!」、会津まちなかキャンパス、會津稽古堂（会津若松市生涯

学習総合センター）。 

• 2019 年 7 月「研究とはなにか、どういう意味があるか」、会津まちなかキャンパス、會津稽古堂

（会津若松市生涯学習総合センター）。 

学外委員 

• 日本科学哲学会理事、科学基礎論学会評議員および企画広報委員、『科学哲学科学史研究』誌編集

委員（以上至現在）、Contemporary and Applied Philosophy 誌編集委員（2020 年 5 月まで） 



142 

 

池本 淳一（2019 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

１. 研究 

（学術論文） 

・池本 淳一、2019、「「喜多方レトロ横丁」における企画の概要とその変遷」、『松山大学論集』第 31 巻

第 1 号、pp.103～143（査読なし） 

・池本淳一、2020、「伝統中国における禁武政策と民間武術の法的基盤 ――武器に関する禁令に着目し

て」、会津大学文化研究センター研究年報第 26 号 2019, pp.37～53（査読なし） 

 

（著作等出版物） 

なし 

 

  (競争的研究費) 

・平成 27～31 年度 科学研究費補助金・基盤研究(B).「近・現代東アジア武術の技法と思想の変容に関

する国際比較：武術原理論の視点から」（研究分担者） 

 

（その他） 

雑誌掲載 

・池本 淳一、2019～2020、「中国伝統武器の手触り」、BAB ジャパン『月刊 秘伝』2019 年 9 月号～

2020 年 8 月号、全 12 回、毎号計 2ｐ（取材・文を担当）. 

 

書評 

・池本淳一、2020、木本玲一著『拳の近代――明治・大正・昭和のボクシング』、『社会学評論』

Vol.70、No.4、pp.445～447 

 

２. 教育・運営・FD活動 

（担当授業） 

・ アカデミックスキル１ ／アカデミックスキル２ 

・ 社会学 

・ 地域社会学 

・ Sociology（集中講義） 

・ 2020年度前期・後期 課外プロジェクト 社会調査と ICTによる地域サポートプロジェクト 

・ 2020年度前期     課外プロジェクト 「人生 100年時代」に向けた健康的なカラダづくり 

（サークル顧問） 

・ カンフー＆ライオンダンスサークル 

 

３.  社会貢献 

(外部委員） 

・2019.4～2020.3,会津美里町教育委員会点検及び評価における有識者会議委員 

・2020.10～2021.3,会津喜多方商工会議所 事業推進アドバイザー 
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蛯名 正司（2019 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

１. 研究活動（著作・出版，学会発表など） 

【学術論文】 

・蛯名正司（2020）教養科目アカデミックスキル１における学生の自己評価と授業実践２―クラス間の比

較を中心に― 会津大学文化研究センター研究年報, 26, 29-35.（2020.3） 

・蛯名正司・佐藤誠子（2020）算数授業における割合の問題解決を促進する教授法の効果―「比例関係」

と「具体的定義」に着目して― 教授学習心理学研究, 15, 70-80.（2020.5） 

・蛯名正司・小野耕一・宮田佳緒里（2020）中学校理科における力の合成・分解ルールの適用を促す教授

法の検討 教授学習心理学研究, 16, 1-14．（2020.10） 

・蛯名正司・小野耕一（印刷中）湿度に関する問題解決の促進・抑制要因の検討―中学校の理科授業を対

象として― 会津大学文化研究センター研究年報, 27.（2021.3 予定） 

【報告書・資料等】 

・蛯名正司・沖和砂・中澤謙（印刷中） 2020 年度会津大学新入生の生活と意識１－基礎集計－ 会津大

学文化研究センター研究年報, 27.（2021.3 予定） 

・沖和砂・蛯名正司・中澤謙（印刷中）2020 年度会津大学生の生活と意識１－基礎集計－ 会津大学文化

研究センター研究年報, 27.（2021.3 予定） 

【学会発表】 

・小野耕一・宮田佳緒里・蛯名正司 中学校３年理科の「力の合成・分解」に関する実践研究（１）―授

業プランの有効性の検討― 日本教授学心理学会第 15回年会予稿集，16-17.（2019.6） 

・蛯名正司・宮田佳緒里・小野耕一 中学校３年理科の「力の合成・分解」に関する実践研究（２）―プ

ラン群の授業過程の分析― 日本教授学心理学会第 15回年会予稿集，18-19.（2019.6） 

・蛯名正司 数当てゲームへの参加が数学的証明の一般性の理解に及ぼす影響 日本教育心理学会第 61

回総会発表論文集，PC31.（2019.9） 

【シンポジウム】「教科教育の心理学（3）教科教育の改善に資する授業実践研究，実験・調査研究のあり

方を探る」話題提供，日本教育心理学会第 61 回総会自主企画シンポジウム（企画：藤村宣之，橘春

菜，石橋優美，鈴木豪）（2019.9） 

【競争的研究費】科学研究費補助金（若手研究）「内包量概念の統合的理解を促す教授法の開発とその教

授学習過程の解明」（2019～2021），研究代表者 

２. 教育活動 

教育心理学，教育方法，教育課程論，数学科教育法１，数学科教育法４，教職実践演習，教育実習１，

教育実習２，教育実習事前事後指導，アカデミックスキル１，アカデミックスキル２，心理学 

卒業研究，課外プロジェクト「教師になろう！」 

３. 学内運営（委員会） 

 クラス担任（2 年生），生活状況調査 WG，学生支援 WG 

４. 社会活動 

【委員等】会津若松市教育委員会点検及び評価における有識者会議委員，会津若松市通学区域検討委員会

委員，会津若松市立一箕中学校学校運営協議会委員 

【その他】会津 Q-U 学習会講師，オンライン学習会企画運営，日本教授学習心理学会編集委員会事務局 
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沖 和砂（2020 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

１. 研究 

（学会発表） 

・ Oki, K.（2020）. Risk Points for Sports Injuries from Ski Equipment among Japanese Alpine Racers. 

The 2020 Yokohama Sport Conference. K04-P0325. （Online meeting） 

・ 中澤謙，沖和砂．大学固有の文脈の中での大学体育実技プログラムの再設計－会津大学における新型

コロナウイルス感染症への対応－，公益財団法人全国大学体育連合第９回「大学体育スポーツ研究フ

ォーラム」．（Online meeting） 

・ 渡部琢也, 藤井勝紀, 小野覚久, 沖和砂, 可兒勇樹. 身長と体重の MPV年齢のズレから判断される東日

本大震災のリスク分析. 一般社団法人日本生産管理学会第 53回全国大会. （Online meeting） 

   

２. 教育・運営・FD活動 

（担当授業） 

・ 体育実技 1（3 クラス） ／体育実技 2（3 クラス） ／体育実技 3  ／体育実技 4（スキー） 

・ 保健体育理論    ・卒業研究  ・ アカデミックスキル 1    ・ アカデミックスキル 2 

・ SCCP (A unique sport in Aizu)  ・健康運動科学実習（2 クラス）（国立大学法人福島大学） 

（学内委員会) 

・ 図書委員会    ・ハラスメント防止/対策委員会（ハラスメント相談員） 

 

３.  社会貢献 

(外部委員） 

・ 福島県スキー連盟（理事）   

・ （公財）福島県体育協会トップコーチ養成事業（講師） 

・ （公財）福島県体育協会スポーツ医事/トレーニング相談事業（講師） 

・ （公財）福島県体育協会ターゲット発掘事業（講師） 

・ 福島県スポーツ指導者協議会（理事） 

・ 人類働態学会（事務局幹事） 

 

（講演活動） 

・ 令和 2 年度福島県銃剣道連盟第 1回指導者養成講事業講習会 

「スポーツの発展と普及に必要な基礎知識」2020.9.19 

・ 令和 2 年度福島県体育協会スポーツふくしまライジングプロジェクト「トップコーチ養成事業」専門

研修Ⅰ（メンタルスキル研修）「科学的知見を用いた選手のメンタルサポート」2020.10.14 

・ 令和 2 年度公益財団法人福島県体育協会認定アスレティックトレーナー養成講習会 

「スポーツ心理学・メンタルマネジメント」2020.11.29 

・ 国民体育大会等に向けた公益財団法人福島県体育協会 令和 2 年度競技別強化合宿事業（クロスカン

トリースキー競技）「ターゲット競技発掘事業」競技に向けたメンタルセミナー 

「福島県チームとしての成果を発揮するために」「パフォーマンスを発揮するための目標設定」

2020.12.5 
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苅間澤 勇人（2020年 2月～2021年 1月） 

 

１ 研究活動（著作・出版，論文，学会発表） 

・清水由佳・苅間澤勇人(2020).紙上進路指導ケーススタディ キャリアガイダンス，Vol.431，Vol.432， 

Vol434，Vol.435，リクルート 

・苅間澤勇人(2020). リレーメッセージ 令和時代の教育を語ろう これから 10 年の教育が 30 年先の

未来を変える 『VIEW21』教育委員会版 2019年度 Vol.4，ベネッセ 

・苅間澤勇人(2020). リレーメッセージ 令和時代の教育を語ろう Special 今こそ、創造的な学び手

の育成を 『VIEW21』教育委員会版 2020年度 Vol.1，ベネッセ 

 

２ 教育活動 

・教育入門  ・教師入門  ・道徳教育  ・特別活動  ・生徒指導・教育相談  ・情報と職業 

・教育実習事前事後指導   ・教育実習 1･2  ・教職実践演習  ・アカデミックスキル 1･2 

 

３ 社会活動 

（１）会津大学公開講座 

○講義 第 22 回～第 23 回「これから 10 年先の教育を見据える教師の支援（会津 QU 学習会）」 

○教員派遣公開講座 

・会津若松市立行仁小学校          ・喜多方市立教育委員会 

・喜多方市立第一小学校           ・会津坂下町立坂下中学校  

・会津坂下町立会津坂下南小学校       ・会津坂下町立坂下東小学校 

・会津美里町教育委員会           ・白河市教育委員会 

・白河市立白河第三小学校          ・白河市立第二中学校 

・矢祭町立矢祭小学校 

（２）研究成果の還元（研修会） 

・岩手県 一戸町教育委員会          ・岩手県 洋野町教育委員会 

・山形県教育センター（生徒指導協議会）   ・山形県教育センター（5 年次研修会） 

（３）委員等 

・福島県教育委員会 使用教科用図書選定審議会（委員）（2018 年度から） 

・会津若松市教育委員会 学力向上委員会（委員長）（2016 年度から） 

・喜多方市教育委員会 教育振興基本計画審議会（委員長代理） 

・白河市いじめ対策連携協力会議（委員） 

（４）学会活動 

・日本教育心理学会 社員（理事） 

・日本学校心理士会 年報査読委員 

・日本学級経営心理学会 常任理事（広報委員長，査読委員） 

・日本教育カウンセリング学会 常任理事（事務局長，査読委員） 

・日本特別活動学会 理事（紀要編集委員） 

・日本教材学会 理事（東北・北海道支部支部長） 

・日本生徒指導学会 理事（北海道・東北支部担当理事） 
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小暮 克夫（2019 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

１. 研究 

（学術論文） 

・ Kogure, Katsuo and Masahiro Kubo, “Consequences of Cambodian Refugees,” HIAS 

Discussion Paper E-XX, Hitotsubashi University, March 2021.（査読無） 

・ Kogure, Katsuo and Yoshito Takasaki, “GIS for Empirical Research Design: An Illustration with 

Georeferenced Point Data,” PLoS ONE 14(3): e0212316.（査読有） 

・ Kogure, Katsuo and Yoshito Takasaki, “Conflict, Institutions, and Economic Behavior: Legacies 

of the Cambodian Genocide,” Japan-ASEAN Transdisciplinary Studies Series 7, Kyoto 

University, April 2019.（査読無） 

 

（講演・口頭発表等） 

・ Kogure, Katsuo, Comments on the Paper “Wartime Service Provision and State Legitimacy: 

Evidence from the former FATA Region, Pakistan”by Hidayat, Kubota, Kurosaki, Obayashi, and 

Ohmura, 日本経済学会 2020 年度春季大会, 九州大学（Web）, 2020 年, 5 月 30 日.（討論） 

・ Kogure, Katsuo, “Consequences of Cambodian Refugees,” SEASIA Biennial Conference 2019, 

Academia Sinica, Taipei, Taiwan, December 7, 2019. （招待） 

・ Kogure, Katsuo, “Consequences of Cambodian Refugees,” 日本経済学会 2019 年度春季大会, 武

蔵大学, 2019 年, 6 月 8 日.（査読有） 

 

(競争的研究費) 

・ 2020 年度～2024 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）．「紛争と経済発展に関する実証研究」（研究

代表者） 

・ 2018 年度～2022 年度科学研究費補助金（挑戦的研究(開拓)）．「空間データと開発プログラム評価の

統合」（研究分担者） 

・ 2018 年度～2023 年度国際共同研究加速基金（国際共同研究強化(B)）．「熱帯雨林の保全と開発に関

する学際共同研究」（研究分担者） 

 

２. 教育・運営 

（担当授業）・経済学（日本語） ・経済学（英語） ・経済発展論 ・アカデミックスキル１・２ 

（学内委員会)情報センター運営委員会、クラス担任 

 

３. 社会貢献 

(出前講義) 

・ 「超長期的視点から見た世界経済」福島県立会津高等学校（1 年生, 2 年生）, 2020 年 11 月 7 日 

(外部委員） 

・ 日本貿易振興機構（JETRO）アジア経済研究所（研究会委員） 

・ 国際協力機構（JICA）（アドバイザー） 

・ 会津若松地方広域市町村圏整備組合情報公開等審査会委員（委員） 
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清野 正哉（2020 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

1. 研究活動等 

・AI(人工知能)を巡る問題・課題と今後の方向性について 会津大学 文化研究センター 研究年報 

第 26 号 2019 P3-19 

 

２. 担当授業科目･学内委員会･公開講座等 

（担当授業科目） 

・コンピュータ理工学部 専門教育「情報倫理」、 

教養教育「日本国憲法」、「法学」  

SCCP 公務員・教員試験対策講座・ベンチャー/コンテンツビジネス(今年度休止) 

（学内委員会） 

・学生支援委員会 

（公開講座・教員派遣講座としての担当内容） 

「AI の法律・倫理問題」、「安心・安全のための情報の取り方」、「学校教育における情報モラル」、「クラウ

ドコンピューティングの法律問題」、「ソーシャルメディアと企業経営」、「ソーシャルメディアなどのイン

ターネット及びスマートフォンの利用におけるトラブル・法律問題とその解決講座」、「地域活性化のため

の方法論」、「企業経営や事業化のための資金調達の方法論」 

 

２-２ 学外 担当授業科目       竹田看護専門学校 「看護と法」 

 

３.  教育実践・地域貢献活動 

・県内中小企業及び県外企業、NPO 法人、市町村からの相談多数 (相談内容の例 技術評価・技術マッ

チング、知的財産管理、著作権、商標・意匠事業、個人情報管理、企業経営戦略、資金調達、社内人材育

成、ソーシャルメディア事業、新規事業戦略・方法、再生エネルギー事業、法令解釈 子ども子育て関係) 

（学外委員等）  

・会津若松市行政不服審査会 会長 

・会津若松市情報公開及び個人情報保護審査会 会長 

・会津若松市子ども子育て会議 会長 、会津若松市次世代育成協議会 会長 

・喜多方市立小中学校適正規模適正配置審議会 会長 

・福島県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会 委員 

 

４.その他 

・特許権 4747250 号(代理人端末装置及び代理人端末装置の制御プログラム 2012 年 5 月 27 日登録)更新

中 
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中澤 謙（2019 年 4 月～2021 年 3 月） 

 

１. 研究 

（論文） 

・ 中澤謙, 久田泰広, 渡部琢也, 西原康行.(2020). 視線計測法を用いた保育者の観察力量を高める方法

の開発①−注視の回数，時間及び働きかけの内容−. 会津大学文化研究センター研究年報 Vol.26. pp21 

– 28. 

（学会発表） 

・ 中澤謙, 久田泰広, 室井純子, 中澤幸恵, 渡部琢也, 西原康行.(2020)．自主シンポジウム「視線計測法

を用いた保育者の観察力の共有化のこころみ」 日本保育学会第 73 回大会． 

（研究発表） 

・ 中澤謙，沖 和砂（2021）. 「大学固有の文脈の中での大学体育実技プログラムの再設計〜会津大学

における新型コロナウイルス感染症への対策〜」 第 9 回大学スポーツ研究フォーラム． 

  (競争的研究費) 

・ 2020 年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）．保育実践場面における保育者の観察力量を高める方法の

開発（研究代表者） 

 

２. 教育・学内運営 

（担当授業） 

・ 体育実技 1（C2,C3,C5） ／体育実技 2（C1,C3,C5） ／体育実技 3  ／体育実技 4（水泳） 

・ 保健体育理論     ・ アカデミックスキル１      ・ アカデミックスキル２ 

・ 卒業研究     ・ SCCP ( Human Body Motion Analysis Project ) 

・ 運動と健康（短期大学部） 

（学内委員会) 

・ 教務委員会      ・ 衛生委員会      ・ WG on Online learning 

・ カリキュラムワーキンググループ 

 

３.  社会貢献 

（講演等） 

・ 「スポーツ科学」（講師）公益財団法人日本体育協会 令和 2 年度公益財団法人福島県体育協会認定ア

スレティックトレーナー部会 2020 年 11 月 28 日 

・ 「安全水泳」（講師）大熊町小学校 大野小学校 2020 年 6 月 5 日 

・ 第 96 回日本学生選手権水泳競技大会（上訴審判）2020 年 10 月 1 日〜4 日 

・ 北部学生冬季公認記録会（競技運営）2021 年 3 月 7 日 

 

(外部委員） 

・ （公財）日本水泳連盟学生委員会北部支部（支部長） 

・ 福島県スポーツ振興基金（理事） 

・ 福島県スポーツ医・科学委員会（委員） 

 



 

 

執筆者一覧（五十音順） 

 

網谷 祐一    (A)    会津大学上級准教授（哲学・科学史） 

 

池本 淳一    (P) (A)   会津大学上級准教授（社会学） 

 

蛯名 正司    (P) (A)   会津大学准教授（教育心理学） 

 

沖 和砂     (P) (A)   会津大学准教授（スポーツ健康科学） 

 

小野 耕一   （P）     仙台市立柳生中学校（教諭） 

 

苅間澤 勇人  (PF) (A)  会津大学教授（教育学） 

 

小暮 克夫    (A)      会津大学上級准教授（経済学） 

 

清野 正哉    (A)   会津大学上級准教授（法学・情報倫理） 

 

中澤 謙      (P) (A)   会津大学上級准教授（保健学） 

 

 

※ (PF)巻頭言 (P)論文  (A)活動報告 
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